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歳入
127億
900万円

…自主財源
（39.5%）

…依存財源

依

主

自

存

財

財

源
源

（60.5%）

市税
29億 1,670万円
(22.9%)

繰入金
11億 3,981万円

(9.0%)繰越金
3億 5,000万円 (2.7%)

諸収入
1億 6,428万円 (1.3%)

地方譲与税 
1億 7,567万円 (1.4%)

利子割交付金ほか
5億 7,559万円 (4.4%)

分担金及び負担金
1億 9,766万円 (1.6%)

使用料及び手数料
1億 7,937万円 (1.4%)

財産収入
5,766万円 (0.5%)

寄附金
1,501万円 (0.1%)

地方交付税
35億 5,839 万円

(28.0%)

国庫支出金
15億 4,397 万円

(12.2%)

県支出金
8億 4,534 万円 (6.7%)

市債
9億

8,955 万円
(7.8%)

主
な
提
出
議
案

　　

豊
か
な
自
然

　
　

あ
ふ
れ
る
元
気

　
　
　

み
ん
な
で
つ
く
る
水
の
郷

　

平
成
28
年
度
は
、「
震
災
復
興
工
事
が
終
了
し
新
た
に
踏
み
出
す

年
」
で
あ
り
、
新
た
な
潮
来
市
通
常
予
算
の
基
礎
と
な
る
年
度
で

す
。「
潮
来
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
優
先
的
な

課
題
と
位
置
付
け
、「
国
際
観
光
都
市
」・「
子
育
て
支
援
・
強
化
」・「
交

通
手
段
の
充
実
」
な
ど
、「
住
み
た
い
ま
ち
潮
来
」
の
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
を
目
指
し
た
予
算
を
審
議
し
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。
主
な
提
出
議
案
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

一般会計

平
成
28
年
度
潮
来
市
一
般
会
計
予
算

平
成
28
年
度
潮
来
市
特
別
会
計
予
算

平
成
28
年
度
潮
来
市
公
営
企
業
会
計
予
算

潮
来
市
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、
給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

潮
来
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
組
織
及
び
運
営
等
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

潮
来
市
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

潮
来
市
公
文
書
の
開
示
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

潮
来
市
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

潮
来
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

潮
来
市
放
課
後
学
童
保
育
対
策
事
業
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

▶市税……市民の皆さんに納めてい
ただく税金です。（市民税、固定資
産税、たばこ税、軽自動車税など）

▶地方交付税……市町村の財政力に
応じて国から交付されるお金です。

▶市債……市が国や銀行などから借
りた借入金で、公共施設建設のよう
に一時的に多額の経費を必要とし、
かつ長期的にわたって利用できるも
のの財源に充てられます。

▶国庫支出金……市が行う特定の事
業に対し、国から交付されるお金
で、国庫負担金、国庫補助金、国庫
委託金に分類されます。

▶県支出金……市が行う事業に対し
て県から交付されるお金で、通常は
使途が特定されます。

▶繰入金……積立金（基金）の取り
崩し金や他の会計から繰り入れたお
金です。

 歳入１２７１２７億９００９００万円 平成28年第１回定例会

平成28年度当初予算
総額 ２２６億円
　　　  （前年度比19・９％減）

◆会期　３月２日～３月23日

予算・条例改正など 議案48件を
活発に審議、原案どおり可決

歳入予算　用語の解説

 

平
成
28
年
度
予
算

 

条
例
・
規
則
の
制
定
・
一
部
改
正
等

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ピ

⬇ 

仮
ナ
ン
バ
ー
の
発
行
に
か
か
る
手
数
料
を
徴
収
す
る
た

め
の
改
正
で
、
自
動
車
の
臨
時
運
行
の
許
可
申
請
手
数

料
の
規
定
を
追
加
し
ま
す
。【
Ｈ
28
・
５
・
１
施
行
】

【
手
数
料
】
７
５
０
円
（
１
件
に
つ
き
）

【
臨
時
運
行
対
象
車
両
】

　

 

普
通
自
動
車
・
小
型
自
動
車
・
軽
自
動
車
・
大
型
特
殊

自
動
車
・
二
輪
自
動
車
（
250
㏄
超
の
み
）

５
月
２
日
か
ら
、
市
民
課 

窓
口
で
自
動
車
の
「
臨
時
運

行
許
可
申
請
」
が
始
ま
り
ま
す
。

自
動
車
の
新
規
登
録
・
新
規
検
査
・
車
検
切
れ
継
続
検
査
・

自
動
車
の
販
売
・
検
査
登
録
を
受
け
る
た
め
の
整
備
な
ど

に
回
送
す
る
場
合
に
申
請
で
き
ま
す
。

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ピ

学
童
ク
ラ
ブ
の
保
育
時
間
の
拡
充
に
と
も
な
う
改
正
で
、

⬇
改
正
後　

授
業
終
了
後
〜
午
後
６
時
30
分
ま
で

　
　
　
　
　

 

長
期
休
暇
期
間
は
、
午
前
８
時
〜
午
後
６
時

30
分
ま
で　
【
Ｈ
28
・
４
・
１
施
行
】
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…義務的経費
（46.1%）

…任意的経費など
（53.9%）

維持補修費
2億 2,320 万円

(1.8%)

歳出
127億
900万円

人件費
20億 4,136 万円

(16.1%)

扶助費
24億 8,328 万円

(19.5%)

公債費
13億

3,501 万円
(10.5%)

物件費
21億 795万円
(16.6%)

補助費等
10億 6,977 万円

(8.4%)

普通建設事業費
16億 3,914 万円

(12.9%)

災害復旧事業費
1,102万円
(0.1%)

積立金
2,912 万円
(0.2%)

投資及び出資金
207万円
(0.0%)

貸付金
2,520 万円
(0.2%)

予備費
500万円

繰出金
17億 3,688 万円

(13.7%)

義
務

的

経

費

任
意

的

経

費

な
ど

一般会計

潮
来
市
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

潮
来
市
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、

設
備
及
び
運
営
等
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

平
成
27
年
度
潮
来
市
一
般
会
計
補
正
予
算

平
成
27
年
度
潮
来
市
特
別
会
計
補
正
予
算

潮
来
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

潮
来
市
農
業
委
員
会
の
委
員
の
任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

潮
来
市
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

潮
来
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
補
充
員
の
選
挙

▶人件費……給与や報酬などです。

▶扶助費……社会保障制度の一環
として、高齢者、児童、心身障害者な
どに行う支援のための経費です。

▶公債費……市の借金などを返済
するための経費です。

▶物件費……賃金、旅費、交際
費、需用費などの経費です。

▶維持補修費……道路や公共施設
などを管理するために必要な経費
です。

▶補助費等……市から他の団体な
どに対して行政上の目的で支払う
経費です。

▶普通建設事業費……道路や公共
施設の整備に必要とされる経費で
す。

▶積立金……財政運営を計画的に
するため、財源変動に備えて積立
てる経費です。

▶繰出金……一般会計、特別会
計、基金との間で、相互に資金運
用をするための経費です。

★ 企業会計の予算額は、収益的支出及び
資本的支出の合計額となっています。

特別会計　予算額
国民健康保険 45億3,434万円
下 水 道 事 業 18億9,676万円
農業集落排水事業 5,813万円
介 護 保 険 21億9,878万円
後期高齢者医療 2億4,539万円

公営企業会計　予算額
水道事業会計 9億2,049万円
工業用水道事業会計 3,807万円

特別会計・公営企業会計
 　特別会計・企業会計予算合計は
 ９8億9,196万円となっています。

議　 会　 費 1億2,706万円

総　 務　 費 11億2,913万円

民　 生　 費 42億3,786万円

衛　 生　 費 12億3,569万円

農林水産業費 4億2,824万円

商　 工　 費 1億6,015万円

 歳出 １２７１２７億９００９００万円

歳出予算　用語の解説

議会費は議員定数の減及び、共済給付費負担金の平成28年度の負担金率
が下がったため対前年比15.4％（約2,300万円）の減です。

　経済的な性質によ
り、支出が義務付け
られている「義務的経
費」と、市が任意に
支出できる「任意的経
費」などがあります。
　歳出に占める「義務
的経費」が高くなるほ
ど硬直した財政となり
ます。潮来市は、歳
出全体に占める「義務
的経費」の割合は、
４６．１％です。

性質別歳出内訳

目的別歳出内訳

 

平
成
27
年
度
補
正
予
算

 

人
事
案
件

 

選　

挙

土　 木　 費 23億3,453万円

消　 防　 費 5億1,119万円

教　 育　 費 12億  514万円

公　 債　 費 13億3,501万円

予　 備　 費 500万円

計 127億  900万円

復興事業の完了にともない対前年度当初予算比30.9％減で、災害復興関連予算を除く、一般
会計予算の通常分では、対前年度0.3％減です。
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平成２８年度　主な事業と審議
保健・医療・福祉保健・医療・福祉
▶各種子育て支援等事業▶各種子育て支援等事業………………1,377,420千円1,377,420千円
　▶不妊治療助成事業　▶不妊治療助成事業…………………………………… 4,650千円4,650千円
　　 現行の本市独自の助成金を５万円から１５万　　 現行の本市独自の助成金を５万円から１５万
　　 ５千円に拡充し、子どもを産み育てたいと希　　 ５千円に拡充し、子どもを産み育てたいと希
望するご夫婦の経済的負担を軽減。望するご夫婦の経済的負担を軽減。

　▶放課後児童クラブ事業　▶放課後児童クラブ事業………………………… 60,513千円60,513千円
　　 小学校授業日の利用時間を３０分延長すると　　 小学校授業日の利用時間を３０分延長すると
ともに長期休業期間（春・夏・冬休み）中のともに長期休業期間（春・夏・冬休み）中の
朝夕３０分延長を実施。朝夕３０分延長を実施。

▶市民健康づくり事業▶市民健康づくり事業…………………………145,356千円145,356千円
　　 児童の法定接種に加え、小児用インフルエン　　 児童の法定接種に加え、小児用インフルエン
ザ、B型肝炎、ロタウイルス等のワクチン接ザ、B型肝炎、ロタウイルス等のワクチン接
種費用の一部を助成。種費用の一部を助成。

　　 生活習慣病予防検診・特定健診の無料化等を　　 生活習慣病予防検診・特定健診の無料化等を
継続。継続。

▶医療福祉制度（マル福）事業▶医療福祉制度（マル福）事業……194,292千円194,292千円

▶母子福祉事業▶母子福祉事業…………………………………………142,292千円142,292千円
　　 児童扶養手当をはじめ、自立に向けた相談体　　 児童扶養手当をはじめ、自立に向けた相談体
制の充実、就労先の確保のための資格取得の制の充実、就労先の確保のための資格取得の
負担を軽減。負担を軽減。

▶母子保健事業の充実▶母子保健事業の充実………………………… 23,995千円23,995千円

▶老人福祉事業の推進▶老人福祉事業の推進………………………… 61,329千円61,329千円
　　 在宅高齢者の安否確認など見守り体制の整備　　 在宅高齢者の安否確認など見守り体制の整備
をはじめ、悠々塾など各種施策を展開。をはじめ、悠々塾など各種施策を展開。

教育・文化
▶義務教育施設整備事業………… 24,672千円
　　 津知小、大生原小、牛堀小等の遊具整備、延
方小トイレ改修等を行う。

▶学習指導関連事業……………… 79,338千円
　　 外国語指導助手（ALT）を各中学校に各１名配置。
▶中央公民館耐震補強工事事業等 50,761千円
▶生涯スポーツの振興…………… 16,829千円

土地利用・基盤整備土地利用・基盤整備
▶日の出地区液状化対策事業… 587､ 447千円

▶主要道路等整備事業……………540,188千円

▶地籍調査事業…………………… 18,550千円

▶地域公共交通整備事業等……… 45,972千円
　　 市内公共交通及び周辺自治体とのネットワー　　 市内公共交通及び周辺自治体とのネットワー
クの再構築についての検討を行い、水郷潮来クの再構築についての検討を行い、水郷潮来
バスターミナルハブ化構想の実現を目指しまバスターミナルハブ化構想の実現を目指しま
す。首都圏への通勤・通学の促進により定住す。首都圏への通勤・通学の促進により定住
人口を増加させるため、高速バス定期券助成人口を増加させるため、高速バス定期券助成
制度を導入。制度を導入。

生活環境
▶水道事業………………………　117,081千円
▶公共下水道整備事業…………　785,756千円
▶安心安全なまちづくり事業…　575,323千円
　　 防災行政無線やテレホンサービスの効果的な　　 防災行政無線やテレホンサービスの効果的な
運用、防災情報メール配信サービスのさらな運用、防災情報メール配信サービスのさらな
る普及を図るとともに防災行政無線親局の整る普及を図るとともに防災行政無線親局の整
備工事等を実施。備工事等を実施。

▶塵芥処理等事業…………………624,202千円

潮来インター周辺地図　上空写真
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行財政改革
▶行財政改革の推進……………… 31,476千円
　　 秘書政策課内に情報発信室を設置し、民間で
PRや宣伝に携わった専門性をもつ情報発信
マネージャーを配置。シティープロモーショ
ンを強化。

市民が主役 協働のまちづくり
▶コミュニティ事業…………………8,200千円

▶復興記念事業………………………1,000千円

産業振興産業振興
▶水田農業構造改革推進事業…… 32,833千円
▶排水対策特別事業……………… 84,848千円
▶日本型直接支払制度事業……… 41,598千円
▶農業担い手育成等事業………… 23,168千円
▶買ってもらえる米づくり推進事業 …7,006千円
▶商工業支援事業………………… 14,150千円
▶観光・交流イベント等事業…… 43,117千円
　　 水郷潮来あやめまつり大会・花火大会、コス
モスまつりの開催、外国人観光客に対応した
環境整備（多言語パンフレット作成等）。

▶水郷潮来あやめ園整備事業…… 16,666千円
▶道の駅いたこ支援事業………… 52,853千円
▶企業誘致関連事業…………………1,155千円

可決された 主な 一般会計補正予算
　　3月補正予算　３７７，５５２千円 増額

▶移住定住おもてなし事業……… 41,700千円
　　主に水郷旧家磯山邸に関する事業

▶魅力ある夜の演出整備事業………5,000千円
▶賑わい夜会事業……………………5,000千円
▶商工業支援事業……………………1,800千円
▶ 水郷筑波・サイクリングによるまちづくり
プロジェクト………………………9,485千円
▶広域観光DMOプロジェクト ……7,300千円

歳出　ピックアップ
　地方自治法（昭和22年法律第６７号）第213条第1項の規定に
より翌年度に繰り越して使用することができる経費「繰越明許
費」として計上された予算からピックアップしています。

平成２７年度

平成２８年度　主な事業と審議 つづき

地方創生加速化交付金対象事業とされ、潮来
市総合戦略に位置づけられた先駆性のある取
り組みを実施。

その他
▶延方小学校大規模改造事業工事 … 108,756千円
▶塵芥処理施設費 …………………44,280千円
▶年金生活者等支援臨時福祉給付金事業費
 ………………………………………96,000千円

水郷旧家磯山邸水郷旧家磯山邸
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一

般

質

問

―
市
政
を
問
う
―

　

現
在
義
務
教
育
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
ほ
と
ん
ど
の
子
供
た

ち
が
高
等
学
校
に
進
学
し
て
い
ま
す
。

現
実
的
に
子
供
の
年
齢
が
上
が
れ
ば
保

護
者
に
掛
か
る
経
済
負
担
も
大
き
く
な

る
と
思
い
ま
す
。
マ
ル
福
の
高
校
３
年

生
ま
で
の
拡
充
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

市
民
福
祉
課
長

　

本
市
で
は
、
中
学
３
年
生
ま

で
の
医
療
福
祉
、
マ
ル
福
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
そ
の
内
、
県
の
マ
ル
福
事
業

が
、
小
学
６
年
生
ま
で
の
通
院
、
入
院

の
医
療
費
と
中
学
３
年
生
ま
で
の
入
院

医
療
費
と
な
っ
て
お
り
、
所
得
制
限
も

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
所
得
制
限
で
県

マ
ル
福
に
該
当
し
な
い
医
療
費
と
、
中

学
１
年
か
ら
３
年
生
ま
で
の
外
来
医
療

費
に
つ
い
て
は
、
市
独
自
の
マ
ル
福
と

し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。
高
校
３
年
生

ま
で
の
マ
ル
福
拡
充
に
つ
い
て
は
、
今

後
も
引
き
続
き
、
県
へ
の
マ
ル
福
拡
充

の
要
望
を
進
め
、
近
隣
市
や
県
内
の
他

自
治
体
の
動
向
等
を
注
視
し
な
が
ら
、

本
市
の
マ
ル
福
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検

討
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

今
後
18
歳
ま
で
拡
充
す
る
に

は
ど
う
す
れ
ば
可
能
に
な
る
か
。

市
民
福
祉
課
長

　

制
度
の
運
用
や
要
綱
に
つ
い

て
は
、
県
内
市
町
村
で
構
成
す
る
茨
城

県
医
療
福
祉
協
議
会
が
全
市
町
村
の
要

望
を
取
り
ま
と
め
、
県
へ
、
ま
ず
は
中

学
生
の
入
院
の
み
で
は
な
く
、
通
院
、

入
院
、
全
て
医
療
費
助
成
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
要
望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
も
、
県
マ
ル
福
制
度
の
拡
充
を
県

に
強
く
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

潮
来
市
独
自
に
18
歳
ま
で
対

象
に
す
る
こ
と
は
検
討
さ
れ
て

い
ま
す
か
。

市
民
福
祉
課
長

　

ま
ず
は
県
の
マ
ル
福
拡
充
を

強
く
要
望
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

現
在
サ
ッ
カ
ー
場
の
芝
生
は

き
れ
い
に
天
然
芝
が
張
ら
れ
養

生
期
間
中
に
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
天

然
芝
は
年
間
の
管
理
の
面
で
も
難
し
い

と
思
い
ま
す
。
管
理
も
容
易
な
人
工
芝

な
ど
に
す
る
こ
と
は
検
討
さ
れ
て
い
る

の
か
伺
い
ま
す
。

都
市
建
設
課
長

　

補
助
事
業
の
規
定
で
、
20
年

間
改
修
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
特
に
、
多
目
的
グ

ラ
ウ
ン
ド
は
サ
ッ
カ
ー
専
用
で
は
な

く
、
多
種
目
の
競
技
を
必
要
と
す
る
た

め
に
整
備
を
し
て
お
り
、
人
工
芝
で

は
不
都
合
な
面
も
出
て
く
る
こ
と
も
あ

り
、
今
後
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
考
慮

し
な
が
ら
、
状
況
を
見
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
人
工
芝
に

す
る
こ
と
は
、
前
川
運
動
公
園
全
体
で

の
緑
化
率
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
現
時
点

で
は
、
人
工
芝
へ
の
張
替
え
は
予
定
し

て
い
ま
せ
ん
。

　

天
然
芝
を
今
後
維
持
し
て
い

く
時
の
年
間
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

費
と
人
工
芝
に
し
た
場
合
の
長
い
目
で

見
た
時
の
ど
ち
ら
が
ど
れ
だ
け
維
持
費

が
掛
か
ら
な
い
の
か
コ
ス
ト
的
な
差
に

つ
い
て
伺
う
。

都
市
建
設
課
長

　

人
工
芝
は
10
年
程
度
で
表
面

部
の
張
替
え
が
必
要
と
な
る
の
で
、
維

持
管
理
費
を
10
年
単
位
と
仮
定
し
て
算

定
し
た
結
果
、
天
然
芝
約
２
、０
０
０
万

円
、
人
工
芝
（
張
替
え
費
込
み
）
５
、

０
０
０
万
円
と
算
出
さ
れ
、
約
３
、

０
０
０
万
円
程
度
、
天
然
芝
の
方
が
維

持
コ
ス
ト
が
安
価
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
さ
ら
に
、
人
工
芝
へ
変

更
す
る
た
め
に
は
、
初
期
投
資
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　

人
工
芝
の
サ
ッ
カ
ー
場
の
建

設
は
予
定
さ
れ
て
い
る
か
。

都
市
建
設
課
長

　

現
時
点
で
は
予
定
は
し
て
い

な
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

街
路
樹
の
今
後
の
計
画
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

道
路
建
設
課
長

　

植
栽
の
種
類
、
管
理
の
方

法
等
に
つ
い
て
、
地
元
の
皆
様
の
ご
意

見
を
お
聞
き
し
な
が
ら
計
画
し
て
ま
い

り
た
い
。

　

十
番
地
区
排
水
ポ
ン
プ
場
の

稼
働
に
よ
り
液
状
化
対
策
だ
け

で
な
く
日
の
出
地
区
の
雨
水
対
策
も
改

善
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
ポ
ン
プ

場
稼
働
の
為
の
燃
料
代
の
財
源
は
ど
こ

か
ら
捻
出
さ
れ
る
の
か
。

上
下
水
道
課
長

　

十
番
排
水
ポ
ン
プ
場
の
運
転

管
理
費
は
市
が
負
担
し
、
財
源
は
、
市

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
に
な
り
ま

す
。
雨
水
対
策
の
費
用
は
、
市
で
負
担

し
ま
す
の
で
、
地
元
住
民
へ
の
負
担
は

あ
り
ま
せ
ん
。

答 質
問

答 質
問答 質

問

Ｑ
３

ＱＱ  

３
．
３
．
日
の
出
地
区
の
街
路
樹

の
植
栽
に
つ
い
て

質
問Ｑ

４
ＱＱ  

４
．
４
．
日
の
出
液
状
化
対
策
事

業
十
番
排
水
ポ
ン
プ
場
に
つ

い
て

答

質
問答

質
問

Ｑ
２
ＱＱ  
２
．
２
．
前
川
運
動
公
園
に
つ
い
て

Ｑ
１
ＱＱ  

１
．
１
．
小
児
医
療
助
成
（
マ
ル

福
）
に
つ
い
て

質問者　阿部　慶介 議員

―
そ
の
他
の
質
問
―

○ 

液
状
化
対
策
復
興
事
務
所
に
つ
い
て

答

答 質
問

ち現護

質
問答
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一

般

質

問

―
市
政
を
問
う
―

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
整

備
の
進
捗
状
況
は
。

市
民
福
祉
課
長

　

新
規
に
建
設
す
る
場
合
の
補

助
制
度
が
あ
る
か
な
ど
検
討
、
協
議
し

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
既
存
の
補
助
制

度
は
な
い
状
況
で
す
。
今
後
は
、
民
間

の
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
子
育
て
支
援
事

業
を
委
託
す
る
方
法
や
、
既
存
の
施
設

の
利
活
用
等
を
含
め
、
検
討
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機

能
は
。

市
民
福
祉
課
長

　

地
域
の
身
近
な
場
所
に
お

い
て
親
子
の
居
場
所
を
確
保
し
、
子
供

の
成
長
、
発
達
段
階
に
合
わ
せ
た
遊
び

や
、
専
門
的
な
相
談
支
援
が
受
け
ら
れ

る
、
子
育
て
支
援
の
拠
点
と
な
る
施
設

で
す
。　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構

築
の
進
捗
状
況
は
。

保
険
年
金
課
長

　

在
宅
医
療
・
介
護
連
携
の
推

進
、
認
知
症
施
策
の
推
進
、
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
・
介
護
予
防
の
充
実
強
化
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
ま
い
の
確
保
を

重
点
的
な
取
り
組
み
と
し
て
推
進
を
し

て
ま
い
り
ま
す
。
本
市
に
お
い
て
も
、

平
成
32
年
か
ら
37
年
の
５
年
間
で
、
75

歳
以
上
の
高
齢
者
が
急
激
に
増
加
す
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
平
成
27
年
度
か
ら
、
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
た
連
携
会

議
と
い
た
し
ま
し
て
、
保
険
年
金
課
が

中
心
と
な
り
、
関
係
各
課
職
員
に
よ
る

検
討
会
議
を
、
月
１
回
開
催
を
し
、
情

報
の
共
有
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

相
談
支
援
事
業
の
状
況
と
基

幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置

の
見
込
み
は
。

市
民
福
祉
課
長

　

本
市
の
相
談
支
援
事
業
の
状

況
は
、
市
民
福
祉
課
に
お
い
て
、
障
害

福
祉
担
当
職
員
が
相
談
の
対
応
を
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
身
体
障
害
者
相
談
員

５
名
、
知
的
障
害
者
相
談
員
２
名
を
委

嘱
し
、
相
談
業
務
を
お
願
い
し
て
お

り
、
さ
ら
に
、
鉾
田
市
に
あ
る
社
会
福

祉
法
人
が
運
営
す
る
地
域
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
に
、
鹿
行
５
市
で
相
談
支
援
事

業
を
委
託
し
て
い
ま
す
。
専
門
職
の
確

保
や
場
所
の
選
定
な
ど
の
課
題
が
多

く
、
具
体
的
な
設
置
見
込
み
が
つ
い
て

い
な
い
状
況
で
、
今
後
、
社
会
福
祉
協

議
会
や
障
害
者
事
業
所
な
ど
へ
の
委
託

に
よ
る
設
置
方
法
、
ま
た
、
近
隣
の
市

と
連
携
し
た
圏
域
的
な
セ
ン
タ
ー
設
置

な
ど
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

小
学
校
の
外
国
語
指
導
助
手

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
配
置
状
況
は
。

学
校
教
育
課
長

　

現
在
、
１
名
の
指
導
助
手
を

小
学
校
に
派
遣
し
、
小
学
５
・
６
年
生

が
、
毎
週
１
単
位
時
間
、
年
間
で
35
単

位
時
間
の
外
国
語
活
動
の
授
業
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
来
年
度
、
Ａ
Ｌ

Ｔ
を
２
名
か
ら
４
名
増
員
す
る
予
定

で
、
各
小
学
校
へ
の
派
遣
も
こ
れ
ま
で

以
上
に
可
能
と
な
り
、
小
学
校
１
〜
４

年
生
の
外
国
語
活
動
の
充
実
を
図
る
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画

に
基
づ
き
、
図
書
館
と
の
連
携

や
学
校
図
書
館
の
充
実
を
図
り
、
読
書

活
動
や
調
べ
学
習
の
推
進
状
況
は
。

学
校
教
育
課
長

　

読
書
活
動
に
つ
い
て
は
、
各

学
校
で
、
朝
の
一
斉
読
書
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
や
先
生
方
に
よ
る
読
み

聞
か
せ
等
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。
本

市
の
小
・
中
学
生
は
、
多
く
の
本
を
読

み
、
県
の
達
成
率
を
大
き
く
上
回
る
結

果
を
上
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
調
べ
学

習
に
つ
き
ま
し
て
は
、
総
合
的
な
学
習

の
時
間
な
ど
に
、
市
立
図
書
館
長
に
よ

る
調
べ
学
習
講
座
で
、
調
べ
学
習
に
必

要
な
本
の
選
書
の
工
夫
な
ど
を
学
ん
で

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
市
立
図
書
館
職
員

に
よ
り
ま
し
て
、
図
書
の
選
書
相
談
、

学
校
図
書
館
の
環
境
整
備
と
し
て
、
具

体
的
に
は
蔵
書
デ
ー
タ
の
作
成
や
、
本

棚
の
レ
イ
ア
ウ
ト
変
更
、
新
刊
図
書
の

受
け
入
れ
や
装
備
、
そ
ち
ら
が
進
め
ら

れ
て
お
り
、
児
童
・
生
徒
が
調
べ
学
習

で
活
用
す
る
本
や
資
料
の
検
索
等
が
、

効
率
よ
く
行
え
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。

質
問

答

Ｑ
１
Ｑ 

１
．
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

答 質
問

質
問

質
問答

答 質
問Ｑ

２
ＱＱ  

２
．
２
．
高
齢
者
福
祉
計
画
及
び

介
護
保
険
事
業
計
画
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て

Ｑ
４
ＱＱ  

４
．
４
．
自
ら
学
び
自
ら
考
え
る

力
を
育
て
る
教
育
の
推
進
に

つ
い
て

―
そ
の
他
の
質
問
―

○ 

教
育
・
保
育
に
関
わ
る
施
設
の
連
帯
強

化
の
進
捗
状
況
は
。

○ 

予
算
に
お
い
て
保
育
費
の
伸
び
が
多
い

が
、
そ
の
要
因
は
。

○ 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
充
実

の
進
捗
状
況
は
。

○ 

今
後
の
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
策
定
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

○ 

地
域
自
立
支
援
協
議
会
の
機
能
強
化
の

進
捗
状
況
は
。

○ 

２
つ
の
専
門
部
会
の
具
体
的
な
内
容
は
。

○ 

少
人
数
指
導
等
の
充
実
や
社
会
人
講
師

等
の
外
部
人
材
の
活
用
な
ど
個
に
応
じ

た
指
導
の
充
実
や
職
場
体
験
学
習
や
啓

発
事
業
の
実
施
な
ど
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

推
進
状
況
は
。

○ 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
推
進
、
国
際
理
解
教

育
、
環
境
教
育
の
充
実
な
ど
、
社
会
の

変
化
に
適
切
に
対
応
で
き
る
教
育
の
進

捗
状
況
は
。

○ 

特
別
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中
心

と
し
た
校
内
支
援
体
制
の
整
備
と
充
実

を
図
る
な
ど
、
自
立
と
社
会
参
加
を
目

指
す
特
別
支
援
教
室
の
進
捗
状
況
は
。

質問者　飯田　幸弘 議員

ＱＱ
答答 質

問

Ｑ
３
ＱＱ  

３
．
３
．
障
害
者
計
画
・
第
４
期

障
害
福
祉
計
画
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て



平成28年5月12日　潮来市議会だより161号 8

一

般

質

問

―
市
政
を
問
う
―

　

公
共
交
通
協
議
会
の
内
容

は
。

秘
書
政
策
課
長

　

地
域
公
共
交
通
の
活
性
化

及
び
再
生
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く

法
定
協
議
会
で
、
２
月
17
日
、
設
置

さ
れ
ま
し
た
。
委
員
構
成
は
、
住
民

及
び
利
用
者
の
代
表
者
、
交
通
事
業

者
及
び
学
識
経
験
者
な
ど
21
名
の
委

員
で
構
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
28
年

度
中
に
潮
来
市
に
お
け
る
望
ま
し
い

公
共
交
通
網
を
調
査
、
検
討
し
、
潮

来
市
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
を

策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。
協
議
会
の

回
数
は
、
年
６
回
程
度
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

　

自
宅
か
ら
買
い
物
や
医
療

機
関
等
へ
利
用
で
き
る
、
デ

マ
ン
ド
交
通
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
多

く
の
市
民
か
ら
要
望
が
あ
る
が
、
市

の
見
解
は
。

秘
書
政
策
課
長

　

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計

画
策
定
の
中
で
、
そ
の
交
通
手
段
と

し
て
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を
含
め

て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

経
済
的
に
厳
し
い
所
帯
の

学
習
支
援
で
他
市
の
取
り
組

み
内
容
は
。

市
民
福
祉
課
長

　

今
年
度
、
生
活
困
窮
者
自

立
支
援
制
度
、
同
制
度
に
基
づ
く
任

意
事
業
の
学
習
支
援
事
業
と
し
て
実

施
し
て
い
る
の
は
、
県
が
、
阿
見
町

で
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い

る
の
み
で
す
。
龍
ケ
崎
市
、
日
立
市

な
ど
で
実
施
さ
れ
て
い
る
学
習
支
援

は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
の
独
自
事
業

と
し
て
実
施
、
ま
た
、
那
珂
市
、
筑

西
市
、
つ
く
ば
み
ら
い
市
で
実
施
さ

れ
て
い
る
の
は
、
各
市
の
社
会
福
祉

協
議
会
に
よ
る
独
自
事
業
、
水
戸
市

で
は
、
県
の
社
会
福
祉
協
議
会
で
の

独
自
事
業
と
し
て
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
な
お
、
常
総
市
、
牛
久
市
、
行

方
市
な
ど
で
は
、
対
象
を
生
活
困
窮

世
帯
に
限
ら
ず
、
教
育
の
観
点
か

ら
、
無
料
学
習
塾
な
ど
の
学
習
支
援

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

無
料
学
習
教
室
（
塾
）
の

開
設
を
提
案
す
る
が
市
の
見

解
は
。

市
民
福
祉
課
長

　

県
内
で
既
に
実
施
し
て
い

る
無
料
学
習
塾
な
ど
の
学
習
支
援
の

取
組
み
や
、
県
外
の
取
り
組
み
も
含

め
、
今
後
、
教
育
委
員
会
と
連
携
、

協
議
し
な
が
ら
、
調
査
、
研
究
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
拡
充
の
計
画
が
あ
る

か
。

市
民
福
祉
課
長

　

こ
の
制
度
の
運
用
や
、
要

綱
に
つ
き
ま
し
て
は
、
茨
城
県
の

医
療
福
祉
協
議
会
が
全
体
市
町
村
の

要
望
を
取
り
ま
と
め
て
お
り
ま
す
の

で
、
県
へ
、
県
マ
ル
福
拡
充
を
強
く

要
望
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。　

朝
夕
の
時
間
帯
に
な
か
な

か
右
折
で
き
な
い
、
右
折
時

差
式
信
号
機
の
必
要
性
は
。

総
務
課
長

　

ご
指
摘
の
県
道
潮
来
・
佐

原
線
の
日
の
出
入
り
口
へ
の
信
号
機

へ
の
時
差
式
信
号
の
必
要
性
は
、
朝

夕
の
通
勤
時
間
帯
の
交
通
量
が
多
い

と
き
、
潮
来
駅
方
面
か
ら
日
の
出
地

区
へ
の
進
入
は
、
な
か
な
か
右
折
が

で
き
ず
渋
滞
を
招
い
て
い
る
と
こ
ろ

は
、
当
方
も
確
認
し
て
お
り
ま
す
。

右
折
の
た
め
の
補
助
信
号
が
あ
れ

ば
、
渋
滞
の
緩
和
等
に
つ
な
が
る
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

行
方
警
察
署
、
茨
城
警
察

本
部
へ
の
進
捗
状
況
は
。

総
務
課
長

　

行
方
警
察
署
交
通
課
と
、

協
議
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
道

路
の
形
態
か
ら
時
差
式
よ
り
も
右
折

の
た
め
の
補
助
信
号
設
置
が
望
ま
し

い
の
で
は
な
い
か
と
、
ご
指
導
を
受

け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
、

現
状
で
は
、
茨
城
県
内
の
年
間
の
信

号
の
新
設
数
は
、
お
お
む
ね
20
機
程

度
で
あ
り
、
す
ぐ
に
設
置
す
る
こ
と

は
難
し
く
、
県
道
潮
来
・
佐
原
線

の
、
現
在
４
車
線
化
も
検
討
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
道
路
の
整
備
に
あ
わ

せ
、
対
応
し
て
い
く
の
が
現
実
的
で

あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
今
後
も
引

き
続
き
、
警
察
署
と
協
議
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
と
と
も
に
、
要
望
活
動

を
続
け
て
ま
い
り
た
い
。

答答 質
問

答 質
問

質
問

Ｑ
１
Ｑ 

１
．
１
．
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て

Ｑ
３

ＱＱ  

３
．
３
．
高
校
生
ま
で
の
医
療
福

祉
費
の
拡
充
に
つ
い
て

質
問答

答

質
問

Ｑ
２

ＱＱ  

２
．
２
．
無
料
学
習
教
室
（
塾
）

の
開
設
に
つ
い
て

答Ｑ
４

ＱＱ  

４
．
４
．
日
の
出
地
区
入
口
の
信

号
機
に
つ
い
て

答 質
問

質
問

質問者　平田　健三 議員
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般

質

問

―
市
政
を
問
う
―

　

現
在
及
び
今
後
、
当
市
が
行

う
施
策
、
活
動
内
容
は
。

秘
書
政
策
課
長

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
参
加
国
の
事
前
合
宿
誘
致

活
動
を
進
め
て
お
り
、
公
益
財
団
法
人

日
本
ボ
ー
ト
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

事
前
キ
ャ
ン
プ
地
情
報
の
掲
載
を
行
っ

て
い
ま
す
。

中
央
公
民
館
長

　

茨
城
国
体
に
つ
い
て
は
、

ボ
ー
ト
、
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
、
オ
ー
プ

ン
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
イ
ミ
ン
グ
の
３
競
技

が
本
市
会
場
に
内
定
。
今
後
は
、
国
体

推
進
室
を
設
置
し
、
平
成
31
年
の
茨
城

県
開
催
決
定
を
待
ち
、
実
行
委
員
会
の

設
立
へ
と
移
行
し
て
い
き
た
い
。

　

当
市
を
国
内
外
に
ア
ピ
ー
ル

す
る
二
度
と
な
い
絶
好
の
機
会

で
あ
る
が
、
物
産
、
観
光
等
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
施
策
を
検
討
し
て
い
る
か
。

秘
書
政
策
課
長

　

潮
来
な
ら
で
は
の
価
値
を
、

国
内
の
み
な
ら
ず
、
世
界
に
向
け
て
発

信
す
る
た
め
、
情
報
発
信
室
を
設
置
、

民
間
か
ら
招
聘
し
た
情
報
発
信
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
を
配
置
し
、
体
制
を
強
化
し
て

ま
い
り
ま
す
。

環
境
経
済
部
長

　

国
際
観
光
都
市
を
目
指
す
と

い
う
こ
と
で
、
周
辺
の
市
、
あ
る
い
は

そ
の
県
と
連
携
し
た
広
域
観
光
を
推

進
し
つ
つ
、
環
境
整
備
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
具
体

的
に
は
、
免
税
販
売
の
推
進
、
Ｗ
ｉ
―

Ｆ
ｉ
環
境
の
整
備
、
案
内
誘
導
板
の
整

備
、
外
国
語
版
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

作
成
、
外
国
人
旅
行
者
の
招
致
事
業
等

を
展
開
し
て
い
き
た
い
。
物
産
に
つ
い

て
は
、
商
工
会
と
観
光
協
会
と
連
携

し
、
地
元
特
産
品
の
見
直
し
、
魅
力
あ

る
地
元
お
土
産
品
や
特
色
あ
る
飲
食
店

メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
を
進
め
て
ま
い
り
た

い
。
道
の
駅
い
た
こ
に
つ
い
て
も
機
能

向
上
を
図
り
な
が
ら
賑
わ
い
の
創
出
に

つ
と
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

近
隣
市
町
村
と
の
連
携
、
協

働
で
行
う
施
策
等
は
検
討
し
て

い
る
か
。秘

書
政
策
課
長

　

公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
広

域
的
観
光
ル
ー
ト
の
形
成
も
含
め
近
隣

市
町
村
と
連
携
し
た
施
策
が
必
要
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
、
外

国
人
観
光
客
の
誘
致
に
つ
い
て
は
、
広

域
観
光
の
観
点
か
ら
も
連
携
を
図
り
な

が
ら
取
り
組
む
と
い
う
こ
と
も
検
討
し

て
ま
い
り
た
い
。

　

こ
の
戦
略
は
日
本
の
人
口
減
に
歯
止

め
を
か
け
、
都
市
部
へ
の
一
部
集
中
を

是
正
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
活
力
あ
る

社
会
を
維
持
す
る
た
め
に
制
定
さ
れ
た

法
案
を
受
け
て
当
市
が
た
て
た
戦
略
で

あ
り
ま
す
。

　

重
点
施
策
に
は
当
市
が
単
独

で
行
う
も
の
と
、
交
付
金
で
行

う
も
の
が
あ
る
が
、
単
独
で
行
う
施
策

の
財
源
は
。

秘
書
政
策
課
長

　

主
に
子
育
て
関
連
で
７
事

業
。
財
源
は
市
の
一
般
財
源
で
す
。
定

住
促
進
に
よ
り
税
収
、
交
付
税
増
加
が

見
込
め
る
効
果
も
あ
る
の
で
適
正
な
財

政
運
営
の
も
と
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

高
速
バ
ス
定
期
券
助
成
事
業

の
運
用
基
準
、
開
始
時
期
は
。

秘
書
政
策
課
長

　
【
開
始
時
期
】
現
在
、
制
度

実
施
要
項
等
の
精
査
調
整
を
し
て
お

り
、
28
年
度
の
で
き
る
だ
け
早
期
に
実

施
を
予
定
。
対
象
者
は
、
高
速
バ
ス
定

期
券
を
利
用
し
て
通
勤
・
通
学
す
る
方

で
、【
通
勤
者
】
は
、
市
外
に
お
い
て

雇
用
期
間
の
定
め
の
な
い
フ
ル
タ
イ
ム

勤
務
の
方
で
、
28
年
4
月
以
降
転
入
し

た
50
歳
未
満
の
方
。
ま
た
は
、
大
学
、

短
期
大
学
、
専
修
学
校
、
高
等
学
校
を

卒
業
し
、
28
年
4
月
以
降
に
新
規
に

就
労
し
た
方
。【
通
学
者
】
は
、
本
市

に
住
所
を
有
し
、
大
学
、
短
期
大
学
、

専
修
学
校
、
高
等
学
校
へ
通
学
し
て

い
る
方
。【
助
成
金
額
】
通
勤
者
・
通

学
者
と
も
月
額
2
万
円
上
限
。【
通
勤

者
】
は
、
定
期
券
購
入
費
か
ら
通
勤
手

当
を
差
し
引
い
た
額
が
2
万
円
以
上
の

場
合
、
2
万
円
。
2
万
円
未
満
の
場
合

は
、
そ
の
額
を
助
成
す
る
こ
と
で
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
戦
略
中
の
妊
娠
・
出

産
・
育
児
に
か
か
わ
る
経
済
的

支
援
、
保
育
所
費
（
多
子
世
帯
保
育
料

軽
減
）、
不
妊
治
療
助
成
事
業
、
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
事
業
（
預
か
り
時
間
延

長
に
お
け
る
予
算
）
は
、
今
後
も
継
続

し
て
い
く
事
業
な
の
か
。

市
民
福
祉
課
長

　

多
子
世
帯
保
育
料
軽
減
事
業

に
つ
い
て
は
、
よ
り
効
果
的
な
子
育
て

支
援
に
つ
な
が
る
よ
う
な
事
業
内
容
の

見
直
し
も
含
め
、
今
後
の
事
業
継
続
に

つ
い
て
検
討
予
定
で
す
。
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
事
業
の
預
か
り
時
間
延
長
は
、

利
用
者
か
ら
の
要
望
が
多
く
、
今
年
度

か
ら
実
施
す
る
も
の
で
す
の
で
、
今
後

も
継
続
し
て
ま
い
り
た
い
。

か
す
み
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
長

　

不
妊
治
療
費
助
成
事
業
に
つ

い
て
は
今
後
も
継
続
し
、
妊
娠
を
望
む

多
く
の
ご
夫
婦
の
応
援
を
し
て
ま
い
り

た
い
。

答

答 質
問

質
問

質
問

質
問

答 Ｑ
２
ＱＱ  

２
．
２
．
潮
来
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
総
合
戦
略
に
つ
い
て

質
問 Ｑ

１
Ｑ 

１
．
２
０
１
９
年
茨
城
国
体
、

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
に
お
け
る
当
市
の
対
応

に
つ
い
て

答 質
問答答

答

答答

質問者　兼平　直紀 議員

ＱＱ
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一

般

質

問

―
市
政
を
問
う
―

市
街
化
調
整
区
域
の
立
地
条
件
の
緩
和

等
弾
力
的
な
措
置
と
し
て
要
望
を
し
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

現
在
の
進
捗
状
況
は
。

都
市
計
画
課
長

　

市
街
化
調
整
区
域
に
お
け
る

地
区
計
画
の
知
事
同
意
、
ま
た
は
協
議

に
当
た
っ
て
の
判
断
指
針
に
基
づ
く
各

種
諸
条
件
な
ど
課
題
の
整
理
を
現
在
進

め
て
い
る
段
階
で
す
。

　

企
業
を
誘
致
す
る
こ
と
は
、

雇
用
の
拡
大
や
税
の
増
収
な

ど
、
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
も
重
要
な

施
策
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。
企
業
誘
致

後
、
開
業
し
た
企
業
の
雇
用
状
況
を
把

握
し
て
い
る
の
か
。

企
業
誘
致
推
進
室
長

　

潮
来
工
業
団
地
、
潮
来
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
地
区
を
初
め
、
直

近
の
企
業
誘
致
で
は
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

ナ
フ
コ
ま
で
の
雇
用
状
況
は
把
握
を
し

て
お
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
ナ
フ

コ
に
お
き
ま
し
て
は
、
雇
用
さ
れ
た
市

民
は
17
名
で
総
従
業
員
に
対
す
る
市
民

の
採
用
割
合
は
57
％
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

開
業
す
る
企
業
に
対
し
て
、

で
き
る
だ
け
市
民
を
雇
用
し
て

も
ら
え
る
よ
う
要
請
し
て
い
る
か
。

Ｑ
２
ＱＱ  

２
．
２
．
企
業
誘
致
に
つ
い
て

　

こ
の
エ
リ
ア
は
、
今
後
の
ま

ち
づ
く
り
に
お
い
て
重
要
な
エ

リ
ア
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
様
々
な
規

制
等
が
あ
り
、
進
ん
で
い
な
い
の
が
現

状
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
関
係
法
令
等

を
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

か
。

都
市
計
画
課
長　

　

都
市
計
画
法
、
農
地
法
及
び

農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律

を
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

地
区
計
画
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
市
街

化
調
整
区
域
に
お
け
る
地
区
計
画
の
知

事
同
意
、
ま
た
は
協
議
に
当
た
っ
て
の

判
断
指
針
に
基
づ
く
各
種
諸
条
件
等
を

全
て
ク
リ
ア
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

特
に
地
区
計
画
の
区
域
に
は
、
農
用
地

や
農
地
転
用
が
許
可
さ
れ
な
い
と
見
込

ま
れ
る
農
地
を
含
ま
な
い
こ
と
が
条
件

で
あ
る
た
め
、
関
係
機
関
と
の
協
議
等

が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

県
と
の
連
携
は
進
ん
で
い
る

の
か
。

都
市
計
画
課
長

　

既
に
茨
城
県
都
市
計
画
課
に

は
、
相
談
に
応
じ
て
い
た
だ
い
て
い
る

と
こ
ろ
で
、
さ
ら
に
、
県
政
に
対
し
、

企
業
誘
致
推
進
室
長

　

定
期
的
に
企
業
を
回
っ
て
、

今
後
の
採
用
予
定
や
現
在
の
雇
用
状
況

の
確
認
を
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
、
地

元
の
採
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
企
業

も
ご
理
解
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
ま
た
、
地
方
創
生
の
関
連
で
、

有
識
者
会
議
と
い
う
組
織
が
あ
り
、
工

業
団
地
協
議
会
の
会
長
さ
ん
に
も
参
画

い
た
だ
い
て
お
り
、
い
ろ
い
ろ
ご
相
談

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

潮
来
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周

辺
地
区
へ
の
企
業
誘
致
の
進
捗

状
況
は
。企

業
誘
致
推
進
室
長

　

流
通
業
務
系
業
種
の
み
が
立

地
で
き
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
企
業
誘

致
区
域
１
３
・
６
ha
、
そ
の
う
ち
未
利

用
地
は
、
約
６
・
４
ha
で
す
。
現
在
の

立
地
企
業
は
５
社
で
、
も
う
１
社
操
業

を
控
え
て
い
る
企
業
が
あ
り
ま
す
。
現

在
、
当
該
地
区
の
立
地
条
件
か
ら
物

流
・
流
通
の
拠
点
と
な
る
よ
う
な
貨
物

運
送
業
、
倉
庫
業
の
誘
致
活
動
を
し
て

お
り
ま
す
。

　

東
関
東
自
動
車
道
の
延
長
に

伴
い
、
潮
来
市
が
単
な
る
通
過

点
に
な
ら
な
い
よ
う
「
道
の
駅
い
た

こ
」
を
利
用
し
た
ハ
イ
ウ
エ
ー
オ
ア
シ

ス
は
考
え
ら
れ
な
い
の
か
。

道
路
建
設
課
長

　

整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
連

結
道
路
、
そ
し
て
道
の
駅
側
の
駐
車
場

整
備
等
に
、
多
額
の
費
用
を
要
す
る
こ

と
か
ら
、
十
分
市
の
内
部
で
検
討
し
、

方
向
性
が
決
ま
り
ま
し
た
な
ら
ば
、

県
、
国
等
の
補
助
等
を
調
査
し
な
が
ら

進
め
て
ま
い
り
た
い
。

　

今
後
、
ど
の
よ
う
な
跡
地
の

利
用
を
考
え
て
い
る
の
か
。

秘
書
政
策
課
長

　

現
在
、
特
別
教
室
は
、
徳
島

地
区
の
集
会
所
と
し
て
ご
利
用
を
い
た

だ
い
て
お
り
、
平
成
29
年
度
に
は
、
特

別
教
室
の
隣
に
徳
島
の
消
防
機
庫
を
移

動
し
て
防
災
の
拠
点
に
す
る
計
画
を
進

め
て
お
り
ま
す
。
住
民
の
皆
様
の
跡
地

利
用
に
対
す
る
期
待
、
可
能
性
、
考
え

方
な
ど
を
お
聞
き
し
な
が
ら
、
方
向
性

を
慎
重
に
検
討
し
、
示
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答答 質
問

質
問

質
問

Ｑ
１
Ｑ 

１
．
県
道
潮
来
・
佐
原
線
沿

線
（
潮
来
駅
〜
大
洲
水
神
様

間
）
の
規
制
緩
和
に
つ
い
て

答 質
問

質
問

質
問 答

答質
問答

―
そ
の
他
の
質
問
―

○ 

原
市
政
１
年
目
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て

○ 

徳
島
周
辺
地
区
の
防
災
（
水
害
）

対
策
に
つ
い
て

答

質
問

答 Ｑ
４

ＱＱ  

４
．
４
．
旧
徳
島
小
学
校
の
跡
地

利
用
に
つ
い
て

Ｑ
３

ＱＱ  
３
．
３
．「
道
の
駅
い
た
こ
」
に

つ
い
て

質問者　小峰　　進 議員

ＱＱ
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一

般

質

問

―
市
政
を
問
う
―

　

事
業
内
容
と
年
度
毎
の
工
事

場
所
、
事
業
費
は
。

上
下
水
道
課
長

　

工
事
期
間
は
、
平
成
27
年

度
か
ら
32
年
度
ま
で
の
予
定
で
、
整
備

面
積
は
、
新
宮
地
区
約
11 

ha
、
水
原
地

区
約
33 

ha
で
す
。
下
水
道
の
延
長
は
、

約
11
・
５
㎞
、
口
径
１
０
０
㎜
か
ら

２
５
０
㎜
の
管
を
埋
設
し
、
マ
ン
ホ
ー

ル
ポ
ン
プ
も
8
基
設
置
予
定
で
す
。
事

業
費
は
約
19
億
円
。
新
宮
地
区
か
ら
水

原
地
区
に
向
か
い
整
備
を
進
め
ま
す
。

県
道
大
賀
・
延
方
線
の
お
食
事
処
と
も

え
か
ら
、
新
宮
と
水
原
地
区
の
区
域
堺

周
辺
ま
で
約
、
延
長
で
１
・
１
㎞
の
推

進
工
事
を
発
注
し
て
い
ま
す
。
設
計
委

託
は
、
新
宮
地
区
の
県
道
大
賀
・
延
方

線
よ
り
1
本
北
浦
側
の
市
道
沿
線
を
予

定
、
延
長
は
約
１
・
５
㎞
の
予
定
で
す
。

　

対
象
区
域
内
の
大
規
模
施
設

へ
の
接
続
と
工
事
負
担
金
及
び

使
用
料
は
。

上
下
水
道
課
長

　

対
象
区
域
の
大
規
模
施
設

は
、
か
ん
ぽ
の
宿 

潮
来
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
あ
や
め
荘
、
デ
イ
・
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
白
鳥
な
ど
で
す
。
衛
生

セ
ン
タ
ー
は
区
域
外
で
、
し
尿
処
理
施

設
で
あ
り
、
し
尿
及
び
浄
化
槽
汚
泥

等
を
公
共
用
水
域
へ
放
流
で
き
る
ま

で
処
理
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
下
水
道

へ
の
接
続
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
受
益

者
負
担
金
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

に
つ
い
て
は
減
免
制
度
が
あ
り
、
25
％

の
賦
課
で
す
。
大
型
宿
泊
施
設
は
、

１
０
０
％
の
賦
課
で
減
免
な
し
で
す
。

使
用
料
は
、
基
本
的
に
は
使
用
量
で
下

水
道
料
金
が
賦
課
さ
れ
る
の
で
、
多
く

の
水
を
使
っ
て
の
排
水
は
、
単
価
的
に

上
が
る
料
金
体
系
で
す
。

　

主
要
公
共
施
設
の
耐
震
診
断

結
果
並
び
に
耐
震
対
策
状
況

は
。

総
務
課
長

　

本
市
で
は
、
建
築
物
の
耐
震

改
修
促
進
計
画
を
立
て
て
お
り
、
特
定

建
築
物
の
規
模
要
件
が
３
階
以
上
か
つ

１
、０
０
０
㎡
以
上
の
施
設
は
、
耐
震

基
準
に
関
す
る
調
査
及
び
耐
震
化
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
学
校
は
、

既
に
耐
震
補
強
工
事
が
完
了
。
市
役
所

は
、
26
年
度
に
耐
震
補
強
工
事
を
実

施
、
中
央
公
民
館
、
牛
堀
公
民
館
に
つ

い
て
は
、
本
年
度
耐
震
工
事
に
向
け
た

実
施
計
画
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
高
齢
者
が
増
え
、
市

役
所
を
訪
れ
る
高
齢
者
、
体
の

不
自
由
な
方
、
身
重
な
女
性
の
方
々
の

階
段
の
上
り
降
り
に
困
難
な
市
民
が
増

え
る
。
対
応
策
は
。

総
務
課
長

　

市
民
の
方
が
訪
れ
る
頻
度
の

多
い
窓
口
等
は
１
階
部
分
に
配
置
を
し

た
り
、
段
差
に
つ
い
て
は
ス
ロ
ー
プ
を

設
置
す
る
な
ど
の
対
応
も
し
て
お
り
ま

す
が
、
施
設
の
利
用
状
況
の
把
握
と
あ

わ
せ
、
さ
ら
な
る
対
応
を
考
え
て
ま
い

り
た
い
。

　

庁
舎
２
階
か
ら
別
館
２
階
へ

の
動
線
を
考
え
る
と
高
齢
者
・

体
の
不
自
由
な
方
・
身
重
の
女
性
に
と
っ

て
は
動
線
が
複
雑
に
な
り
体
も
疲
れ
る
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
は
ど
う
か
。

総
務
課
長

　

本
庁
舎
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
設
置
を
念
頭
に
建
て
ら
れ
た
施
設
で

な
く
、
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
が
難
し
い
た

め
、
何
と
か
有
効
な
方
法
が
と
れ
な
い

か
現
在
も
検
討
を
進
め
て
お
り
ま
す

が
、
入
口
か
ら
近
い
場
所
へ
の
設
置

は
、
今
の
時
点
で
は
困
難
と
考
え
ざ
る

を
得
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
ら
ほ
認
定
子
ど
も
園
の
規

模
、
定
員
並
び
に
支
援
進
捗
状

況
は
。

市
民
福
祉
課
長

　

敷
地
面
積
２
，３
７
８
・
２
４

㎡
。
木
造
平
屋
建
て
で
、
延
べ
床
面
積

５
３
５
・
３
２
㎡
が
既
存
の
建
物
で
す
。

増
築
予
定
が
１
３
５
・
８
㎡
で
す
の
で
、

あ
わ
せ
ま
す
と
６
７
１
・
１
２
㎡
と
な

る
予
定
。
定
員
は
、
保
育
園
60
名
、
幼

稚
園
15
名
、
あ
わ
せ
て
75
名
で
す
。
子

育
て
支
援
事
業
の
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
の

た
め
増
改
築
の
計
画
及
び
補
助
金
の
要

望
が
あ
り
、
園
に
対
す
る
補
助
金
５
、

２
０
０
万
円
を
平
成
28
年
度
に
予
算
計

上
し
て
い
ま
す
。

　

不
妊
治
療
助
成
事
業
の
具
体

的
な
支
援
方
法
は
。

か
す
み
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
長

　

平
成
26
年
度
か
ら
不
妊
治
療

の
助
成
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
28
年

度
か
ら
助
成
を
さ
ら
に
充
実
、
こ
れ
ま

で
１
回
の
治
療
に
５
万
円
を
上
限
と
し

て
い
た
助
成
額
を
、
県
内
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
の
15
万
５
、０
０
０
円
ま
で
引
き
上

げ
ま
す
。
助
成
は
、
一
般
会
計
単
費
で

す
の
で
、
市
の
考
え
の
中
で
は
継
続
的

に
続
く
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
国
県

の
常
設
制
度
と
あ
わ
せ
ま
す
と
、
初

回
の
場
合
、
国
県
か
ら
30
万
円
と
潮
来

市
の
15
万
５
、０
０
０
円
を
あ
わ
せ
、

45
万
５
、０
０
０
円
の
助
成
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

答答 質
問

答答

答 質
問

質
問

質
問 答

質
問

Ｑ
３
ＱＱ  

３
．
３
．
子
育
て
支
援
体
制
に
つ

い
て

質
問

答

Ｑ
１
Ｑ 

１
．
新
宮
・
水
原
地
区
の
公

共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

Ｑ
２
ＱＱ  

２
．
２
．
公
共
施
設
の
長
寿
命
化

計
画
と
耐
震
対
策
に
つ
い
て

質問者　箕輪　　昇 議員

質
問

―
そ
の
他
の
質
問
―

○ 

地
域
公
共
交
通
網
の
整
備
に
つ
い
て

ＱＱ
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一

般

質

問

―
市
政
を
問
う
―

　

国
際
観
光
都
市
を
目
指
し
て

い
く
上
で
、
英
語
教
育
の
充
実

を
図
る
こ
と
は
、
語
学
力
の
向
上
だ
け

で
な
く
、
積
極
性
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
の
面
か
ら
も
重
要

な
課
題
で
す
。
現
在
の
取
り
組
み
と
英

語
教
育
に
関
し
て
の
市
の
考
え
は
。

学
校
教
育
課
長

　

現
在
、
小
学
校
５
・
６
年
生

で
は
、
週
１
単
位
時
間
、
年
間
35
単
位

時
間
の
外
国
語
活
動
の
授
業
を
学
級
担

任
と
Ａ
Ｌ
Ｔ
が
、
テ
ィ
ー
ム
・
テ
ィ
ー

チ
ン
グ
の
形
で
進
め
て
い
ま
す
。
児
童

に
親
し
み
の
あ
る
歌
を
英
語
で
歌
っ
た

り
、
ゲ
ー
ム
を
行
っ
た
り
す
る
な
ど
、

児
童
が
英
語
を
用
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
る
楽
し
さ
を
体
験
で
き
る

よ
う
な
授
業
を
工
夫
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
年
１
、２
回
程
度
、
幼
稚
園
や
保

育
所
、
小
学
１
〜
４
年
生
の
学
級
で

も
、
授
業
を
行
っ
て
お
り
、
教
育
委
員

会
と
し
て
も
、
子
供
た
ち
が
早
期
に
英

語
に
触
れ
、
な
れ
親
し
む
機
会
を
持
つ

こ
と
は
、
非
常
に
大
切
で
大
変
重
要
な

こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

小
学
校
低
学
年
か
ら
英
語

教
育
に
力
を
入
れ
て
い
た
だ

き
た
い
が
、
市
の
考
え
は
。

教
育
長

　

英
語
の
基
本
的
な
学
習
を
展

開
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、
学

校
の
中
に
外
人
の
先
生
が
来
て
く
れ
、

そ
の
先
生
と
一
緒
に
触
れ
合
え
る
、
英

語
と
い
う
も
の
が
身
近
に
あ
る
と
い
う

環
境
を
ま
ず
整
え
て
い
く
こ
と
が
必
要

か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
来
年
度
よ
り

さ
ら
に
２
名
配
置
さ
れ
ま
す
中
学
校
Ａ

Ｌ
Ｔ
を
有
効
に
活
用
し
、
施
策
を
進
め

て
ま
い
り
た
い
。

　

現
在
、
地
区
ご
と
に
防
災
倉

庫
を
管
理
さ
れ
て
い
る
と
思
う

が
、
各
区
の
備
蓄
状
況
に
つ
い
て
、
市

で
は
把
握
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
災
害

等
の
場
合
備
品
の
貸
し
借
り
等
に
つ
い

て
各
区
の
連
携
体
制
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。総

務
課
長

　

地
区
の
集
会
所
等
に
防
災
倉

庫
が
あ
り
、
テ
ン
ト
、
救
助
箱
、
メ
ガ

ホ
ン
、
誘
導
器
、
腕
章
、
担
架
、
消
火

器
等
々
が
備
え
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

防
災
訓
練
の
当
日
に
、
備
品
類
が
確
実

に
収
納
さ
れ
て
い
る
か
、
確
認
を
お
願

い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
自
主
防
災

組
織
間
の
備
品
の
貸
し
借
り
等
の
連
携

態
勢
、
こ
ち
ら
は
整
備
を
さ
れ
て
お
り

ま
せ
ん
。
備
品
が
不
足
し
た
場
合
は
、

市
で
補
充
す
る
こ
と
を
原
則
に
し
て
お

り
ま
す
。　

中
学
校
な
ど
の
避
難
所
と

な
り
う
る
場
所
に
、
あ
ら
か

じ
め
炊
き
出
し
用
の
備
品
の
配
備
が
必

要
と
思
う
が
、
市
の
考
え
は
。

総
務
課
長

　

た
だ
い
ま
の
時
点
で
は
各
中

学
校
単
位
で
は
置
い
て
お
り
ま
せ
ん

が
、
今
後
災
害
の
備
え
と
し
て
食
料
品

と
も
ど
も
充
実
を
図
る
よ
う
に
検
討
を

進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

若
い
世
代
の
人
で
も
メ
ル
マ

ガ
の
存
在
を
知
ら
な
い
人
が
た

く
さ
ん
い
ま
す
。
登
録
者
を
増
や
す
た

め
の
更
な
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺

う
。

秘
書
政
策
課
長

　

広
報
い
た
こ
に
登
録
促
進
の

記
事
を
掲
載
し
、
裏
表
紙
に
は
簡
単
に

登
録
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
リ
ン
ク
先

の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
毎
号
掲
載
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ

プ
ペ
ー
ジ
に
メ
ル
マ
ガ
配
信
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
を
掲
載
。
少
し

ず
つ
登
録
者
数
も
増
加
し
て
お
り
、
今

後
も
広
報
紙
等
を
活
用
し
周
知
活
動
を

行
い
た
い
。

　

登
録
手
続
き
が
苦
手
と
い

う
方
が
多
く
い
ま
す
が
、
登

録
方
法
等
の
見
直
し
の
考
え
は
あ
る
の

か
。

秘
書
政
策
課
長

　

今
の
と
こ
ろ
見
直
す
予
定
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

子
供
が
急
な
病
気
等
で
親
が

見
ら
れ
な
い
場
合
、
一
時
的
な

保
育
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
共
働
き
世

帯
の
方
々
に
は
大
変
切
実
な
問
題
で
あ

り
、
早
急
な
対
応
が
必
要
と
思
う
が
、

現
在
の
取
り
組
み
状
況
を
。

市
民
福
祉
課
長

　

県
内
で
は
主
に
病
院
に
併
設

の
教
育
幼
児
施
設
が
実
施
し
て
い
る
状

況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
広
域
的
な
実
施

を
県
に
要
望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

本
市
で
は
本
年
度
、
病
後
児
保
育
事
業

を
認
定
こ
ど
も
園
慈
母
学
園
が
看
護
師

１
名
を
採
用
し
て
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
今
後
も
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き

る
環
境
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
病
後

児
保
育
な
ど
の
病
児
保
育
事
業
を
市
内

の
幼
児
施
設
に
お
い
て
も
実
施
い
た
だ

け
る
よ
う
、
働
き
か
け
て
ま
い
り
た

い
。

　

様
々
な
課
題
は
あ
り
ま
す

が
、
優
先
的
に
子
供
た
ち
の

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て

い
た
だ
き
た
い
。
市
の
考
え
は
。

市
民
福
祉
課
長

　

今
後
も
県
に
要
望
す
る
と
と

も
に
、
市
内
の
幼
児
施
設
に
お
い
て
も

実
施
い
た
だ
け
る
よ
う
働
き
か
け
て
ま

い
り
た
い
。
ま
た
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
の
体
制
づ
く
り
も

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

答答 質
問 Ｑ
１
Ｑ 

１
．
教
育
環
境
の
充
実
（
英

語
教
育
の
充
実
）
に
つ
い
て

答 質
問

質
問

質
問答答

答

Ｑ
３

ＱＱ  

３
．
３
．
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
登

録
の
現
状
に
つ
い
て

Ｑ
２

ＱＱ  

２
．
２
．
防
災
体
制
の
強
化
に
つ

い
て

答

再
質
問

再
質
問

再
質
問

Ｑ
４
ＱＱ  

４
．
４
．
病
児
保
育
に
つ
い
て

答 再
質
問

質問者　飯島　康弘 議員

をで ＱＱ
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▼ 

潮
来
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

 　

固
定
資
産
評
価
額
に
関
す
る
不
服
を

審
査
す
る
た
め
、
評
価
額
が
適
正
か
ど

う
か
審
査
し
ま
す
。

 　

任
期
満
了
に
と
も
な
い
、
２
名
の
委

員
を
選
任
す
る
も
の
。　

※
定
数
３
名

　

○
栁
田　
　

清
（
延
方
）

　

○
飯
嶋　

雄
一
（
小
泉
南
）

▼ 

潮
来
市
農
業
委
員
会
の
委
員
の
任

命
に
つ
い
て

　

○
髙
品
二
美
代
（
潮
来
）

　

○
宮
本
三
千
男
（
潮
来
）

　

○
髙
橋　

慶
治
（
辻
）

　

○
黒
須　

一
夫
（
小
泉
南
）

　

○
宮
本　

孝
一
（
新
宮
）　

　

○
草
野
登
美
雄
（
宮
前
）

　

○
小
沼　

徂
伸
（
水
原
）

　

○
方
波
見　

讓
（
牛
堀
）　

　

○
吉
川
吉
之
助
（
永
山
）

　

○
堀
井　
　

満
（
堀
之
内
）

　

○
鴇
田
美
喜
男
（
上
戸
）

　

○
仲
田　
　

孝
（
島
須
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
定
数
12
名

▼ 

潮
来
市
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い

て

　

議
員
の
う
ち
か
ら
選
任
す
る
監
査
委

員
の
任
期
満
了
に
と
も
な
い
、
選
任
す

る
も
の
。

　

○
笠
間　

丈
夫
（
川
尾
）

選　

挙

選　

挙

▼ 
潮
来
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及

び
補
充
員
の
選
挙
に
つ
い
て

　

委
員
の
任
期
満
了
に
つ
き
、
選
挙
を

行
う
も
の
。

　
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

　

○
山
来　

友
子
（
潮
来
）

　

○
小
島　

晟
資
（
新
宮
南
）

　

○
望
月　

福
也
（
日
の
出
）

　

○
大
久
保　

誠
（
牛
堀
）

補
充
員

　

○
石
井　

秀
実
（
辻
）　

　

○
豊
野　

行
夫
（
上
戸
）

　

○
小
林　

俊
夫
（
日
の
出
）

　

○
根
本　

和
男
（
水
原
）

※
任
期　

 

平
成
28
年
3
月
25
日
〜
平
成

32
年
3
月
24
日

　

１　

月

４
日　

仕
事
始
め　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議
長

７
日　

明
日
の
茨
城
づ
く
り
新
春
の
集
い　

正
副
議
長

９
日　

潮
来
市　

賀
詞
交
歓
会　
　
　
　
　

関
係
議
員

10
日　

新
成
人
の
集
い　
　
　
　
　
　
　
　

関
係
議
員

　
　
　

鹿
島
育
成
園
新
年
会　
　
　
　
　
　
　
　

議
長

11
日　

消
防
出
初
式　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
係
議
員

13
日　

広
報
編
集
委
員
会

15
日　

高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
新
年
会　
　
　
　

議
長

19
日　

朝
来
市　

行
政
視
察　
　
　
　
　
　

正
副
議
長

　
　
　

県
国
保
運
営
協
議
会
定
期
総
会　
　
　
　

議
長

22
日　

県
日
中
友
好
協
会
新
年
交
流
会　
　
　
　

議
長

26
日　

県
市
議
会
議
長
会
理
事
会
・
定
例
会　
　

議
長

28
日　

悠
々
塾
発
表
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議
長

　

２　

月

５
日　

後
期
高
齢
者
広
域
連
合
全
員
協
議
会　
　

議
長

10
日　

潮
来
市
農
業
再
生
協
議
会　
　
　
　
　
　

議
長

16
日　

臨
時
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

17
日　

臨
時
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

19
日　

議
会
運
営
委
員
会　
　
　
　
　
　
　

関
係
議
員

　
　
　

予
算
内
示
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

22
日　

総
務
建
設
委
員
会
協
議
会　
　
　
　

関
係
議
員

23
日　

教
育
福
祉
経
済
委
員
会
協
議
会　
　

関
係
議
員

23
日　

大
規
模
稲
作
研
究
会
総
会　
　
　
　
　
　

議
長

24
日　

全
員
協
議
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

鹿
行
広
域
組
合
議
会　
　
　
　
　
　

関
係
議
員

　
　
　

水
郷
美
術
展
覧
会
開
会
式　
　
　
　

関
係
議
員

25
日　

悠
々
塾
閉
講
式　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議
長

　
　
　

社
会
福
祉
協
議
会
評
議
委
員
会　
　
　
　

議
長

27
日　

潮
来
市
社
会
福
祉
大
会　
　
　
　
　

関
係
議
員

28
日　

身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会
新
年
会　
　
　

議
長

　

３　

月

２
日　

第
１
回
議
会
定
例
会
初
日　
　
　
　
　

３
日　

茨
城
国
体
準
備
会
議　
　
　
　
　
　
　
　

議
長

６
日　

文
化
講
演
会　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
係
議
員

10
日　

市
内
中
学
校
卒
業
式　
　
　
　
　
　

関
係
議
員

13
日　

延
方
公
民
館
芸
能
文
化
祭　
　
　
　
　
　

議
長

　
　
　

子
供
た
ち
に
よ
る
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｏ
伝
統
芸
能
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
係
議
員

14
日　

定
例
会
本
会
議　
　
　
　
　
　
　
　
　

15
日　

総
務
建
設
委
員
会　
　
　
　
　
　
　

関
係
議
員

　
　
　

日
の
出
小
中
学
校
合
同
復
興
イ
ベ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
係
議
員

16
日　

教
育
福
祉
経
済
委
員
会　
　
　
　
　

関
係
議
員

　
　
　

 

高
齢
者
ク
ラ
ブ
・
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
共
催

　
　
　

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会　
　
　
　
　
　

 

議
長

17
日　

定
例
会
本
会
議
（
一
般
通
告
質
問
）　

18
日　

定
例
会
本
会
議
（
一
般
通
告
質
問
）　

　
　
　

全
員
協
議
会

23
日　

定
例
会
本
会
議　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

市
内
小
学
校
卒
業
式　
　
　
　
　
　

関
係
議
員

29
日　

潮
来
市
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
会　

関
係
議
員

議
会
の
動
き

議
会
の
動
き

可
決
さ
れ
た
主
な
人
事
案
件

可
決
さ
れ
た
主
な
人
事
案
件

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
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「
こ
ん
に
ち
は
、
潮
来
市
議
会
で
す
」

「
こ
ん
に
ち
は
、
潮
来
市
議
会
で
す
」

　

議
会
傍
聴
は
、
議
会
活
動
に
触
れ
る
も
っ
と
も
身
近
な
方
法
で
す
。

市
民
の
代
表
者
で
あ
る
議
員
が
議
会
で
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る

か
、
ぜ
ひ
傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

今
回
は
、
傍
聴
す
る
と
き
の
具
体
的
な
流
れ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中

継
の
視
聴
方
法
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

そこが
知りたい

！
知りたい

！

Q
  　&    AA

　定例会では、条例の制定や改正の議決、市の予算や
決算の認定、議員による質疑や一般通告質問などが行
われます。
一般通告質問って？
　行政の課題や事業について議員が質問し、行政の執
行部が内容について答弁します。
　みなさんの身近な問題も議論されますので、ぜひ注
目してみてください。

A

　市議会の様子はインターネット中継をしていますの
で、ご自宅のパソコンからも傍聴できます。
　また、定例会から３日後を目安として録画した映像
を公開しているので、お時間のあるときにいつでも視
聴できます。

A

インターネット中継（＆録画映像）の視聴方法についてご紹介します。

録画映像の
視聴方法

12

3

Q2

Q3 予定が合わず傍聴には
行けないのですが・・・

どんなことが話し合われるの
ですか？

4 5

6

中継はこちら

開催年をクリック開催年をクリック

再生ボタンを再生ボタンを
クリッククリック

インターネット中継が始まります！

※ 条件を指定して検索するこ
ともできます。開催日、発
言者、キーワードのいずれ
かを入力して検索ボタンを
押してください。

見たい月日を見たい月日を
選択選択議会名を選択議会名を選択

録画映像はこちら録画映像はこちらちち

一般通告質問って？
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特集
そこが

知りたい
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そこが

QQ
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　議会は、年４回の定例会（３月、６月、９月、12月）と臨時会があります。
　６月の定例会は６月２日（木）～を予定しています。傍聴席は35席（先着順）
で事前の申し込みは不要です。
　当日の議会の日程内容等については、きまり次第、議会ホームページでご案内いた
します。ご不明な点は議会事務局までお問い合わせください。

A
議会の傍聴をするにはどうすればよいですか？

議場へご案内いたします

　議場は、市役所の３階にあります。傍聴席は議場
の後部となるので、後ろのドアから入室します。

①市役所入口です。

1

2② 玄関から入って正面の
市民課で傍聴の手続き
をしてください。

3

④ 階段で３階へ。廊下を左に
曲がって右側が議場です。

4

③傍聴券がもらえます。

5

⑤奥の扉が
　傍聴席です。

Q1

議場の内部です。議場の内部です。

※ 議会開催日には１階
のテレビでも議会の
様子を放送していま
す。

エレベーターがありません
ので車いす等の方は、事前
に議会事務局までご連絡く
ださい。
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　私たちが暮らす潮来市には、美しい自然や、美味
しい食べ物など、誇れるもの、だれかに伝えたいと
想えるものがたくさんあります。これからも「地域
の資源」を大切にしていきたいですね。

議会活動報告

第30回 川の手荒川まつりに参加第 手荒 参第 手荒 参
潮来市の魅力をPR潮来市の魅力をPR

　４月29日、東京都荒川区主催のイベントに参
加し、あやめまつりをはじめ、水郷潮来の農産
物、特産品等のPRを行いました。
　このまつりは、｢荒川区商業祭｣ と同時開催
で、会場には交流都市として全国から２６市町
村が参加、ふるさと市のブースでは、潮来市の
PRとともに、特産品の販売が行われました。会場では、交流都市の名産品が当たる ｢ふるさと抽選
会｣ が行われるなど多くの人で賑わい、潮来市の魅力を知っていただく良い機会となりました。

第65回第65回
　水郷潮来　水郷潮来
　あやめまつり　あやめまつり
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